
かみかわ町長コラム

　朝晩の冷え込みを感じる今日この頃ですが、 皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。

　今年度から、 町民の皆さま参加によるまちづくりの一環として、 「かみかわまちづくり通信」 を発行してお

ります。 多くの皆様からいただいた貴重なご意見は、 すべてに目を通し、 課題解決の一助として活用させ

ていただいております。 本当にありがとうございます。 これからも、 町の現状や課題、 今取り組んでいる事

業などのお知らせをさせていただきますので、 ご指導やご提言をよろしくお願いいたします。

「全員参加のまちづくり」へ１歩ずつ前進！

　マイナンバーカードは、 行政サービスの効率化 ・ 迅速化 ・ 簡素化などを

進め、 社会生活の利便性を向上させるものです。 本人確認書類や健康保

険証として利用できるほか、 「オンライン申請」 や 「コンビニでの証明書発

行 （住民票の写しや課税証明書等）」 でもご利用いただくことができます。

　また、 マイナポイント第 2 弾の対象となるマイナンバーカードの申請期限

が１２月末まで延長されました。 町内３か所 （神泉総合支所 ・ ふれあいセ

ンター ・ いこいの郷） で 「出張申請サポート」 も行っていますので、 この

機会にぜひマイナンバーカードを取得しましょう。 私も取得しています！

　「出張申請サポート」の日程は、広報かみかわ 10 月号または町ホームペー

ジをご覧ください。

マイナンバーカードを取得しましょう
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かみかわの歴史・発見！　
第32回　古代の集落　観音院南遺跡

問合せ　生涯学習課　文化財担当　☎0274-52-2586　FAX0274-52-2586

　観音院南遺跡は、 大字元阿保 ・ 関口 ・ 植竹地内に広がる遺跡です。 今年の 4 月に第 3 次の発掘調査が

行われました。 計 3 回の発掘調査で、 観音院南遺跡は今からおよそ 1200 年前の奈良時代から平安時代

の集落遺跡であることが分かりました。 1200 年前の神川は、町内に数多く存在する古墳が造られなくなり、

大字元阿保を中心に大規模な集落が形成されるようになりました。

　発掘調査では、 住居跡から当時の人々
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　教育委員会では、 この観音院南遺跡に

関する最新の発掘調査結果を中心に紹介

する展示を 11 月から開催いたします。 詳

しくは 14 ページをご覧ください。

発掘調査の様子

城峯公園 「冬桜と紅葉」

毎年、 この時期になりますと城

峯公園の冬桜と紅葉のコントラ

ストが目と心の保養になります。

たまには出かけてみませんか。

「令和4年秋季全国火災予防運動」を実施します
問合せ　児玉郡市広域消防本部　予防課　☎０４９５-24-8392

防火標語(２０22年度全国統一防火標語)　　『お出かけは マスク戸締り 火の用心』　

実施期間　11月9日(水)～15日(火)

【火災予防ポスター展】

　児玉郡市内の小学校４ ・ ５ ・ ６年生が描いてくれた火災予防に関するポスターで、 学校ごとに選出された約２００点の

作品を展示します。 是非、 ご来場ください。

展示期間　１１月５日（土）～１８日（金）　　展示場所　イオンタウン上里　１階通路（上里町金久保395-1）

住宅防火 いのちを守る １０のポイント－４つの習慣・６つの対策－

　【４つの習慣】

①寝たばこは絶対にしない、させない。

②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

③コンロを使うときは火のそばを離れない。

④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

　【６つの対策】

①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。

②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。

③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

④火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。

⑤年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。

⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

全国消防イメージキャラクター「消太」

合併処理浄化槽への転換費用を補助しています
問合せ　防災環境課　環境担当　☎０４９５-７７-２１２４　FAX０４９５-７７-３９１５

　住宅に設置されている単独処理浄化槽または汲み取り便槽から合併処理浄化槽へ転換を行う場合、補助金

を交付しています。

　ぜひこの機会に合併処理浄化槽に転換し、放流水の水質改善を図り、快適な生活環境をつくりましょう。

対象区域　下水道事業供用開始区域（渡瀬・元原の一部、熊野堂の一部）以外の地域

補助基数　人槽を問わず、2０基（先着順）

補助金額（上限） ５人槽 ７人槽 １０人槽

設置補助金 444,000円 486,000円 576,000円

配管費 64,000円

撤去・処分費 60,000円

受付期間　申請受付を開始しています。

【注意点】　●補助対象は、販売・賃貸目的ではない専用住宅または店舗併用住宅（居住部分が1/2以上）で、10人槽以下の合

                 併処理浄化槽に転換する場合になります。

　　　　　 　 ●補助対象の浄化槽は、高度処理型で、かつ環境配慮型の性能要件を満たす浄化槽に限ります。

　　　　　  　●新築、増改築（建築確認申請を必要とする）に伴い合併処理浄化槽を設置した場合は、対象外です。

　　　　　 　 ●工事費が上記の金額を下回る場合は、実際に要した工事費用が補助金額になります。

　　　　　  　●工事がすでに着工または完了しているものは対象になりません。

　　　　　 　 ●20基に満たない場合でも、予算に達し次第、受付は終了となります。

神川町長　櫻澤　晃


